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　 て ん か ん の 国際分 類案 （1985）で は 前頭葉 て ん か ん は

1）Supplemel嘔 ry 　motor ，2）C 洫gulate ，3）Anterior （polar）

fr飢 al 　 regio 皿 ，4）Otbito−f  nta1 ・5）IfOrso工ateral に細

分類 され て い る 。 こ れらは各 々 ， 個 有 の 臨床的，脳波学

的特 徴 を もつ て ん か ん 病型 で あ る 。 そ こで ，上 記 の 1）お

よ び 5｝に 特徴的な 部分 発 作を示 し，発 作 間歇 期脳波 に 前

頭部焦点 を有す る 3 才 か ら16才 ま で の 4 例 を対象に 臨床

的脳波学 的 検討 を行 っ た。

　 症例 1 ：16歳 7 カ 月男 。 臨床発 作 は 持続30秒 で ， 頭 部

左偏 に 両 上 肢 強直 ，発語停止，意識混 濁を伴 い ，っ い で

自動症 左上肢 に Todd 麻 痺 が み られ た 。脳 波は ，発 作

間歇期に 右 前頭 部 s．pikeが．発作時に は広 汎性低 振 幅速波

に 続 く広汎性徐波 1坩 r 紬 が 認 め られ た 。

　症例 2 ： 8 歳 6 カ 月男 児 。臨 床 発 作は 持続約 1 分で ，

頭部 右 偏，右上 肢 強 直 ，意 識混濁，発 声 ，尿 失 禁つ い で

自動症が み られた 。 脳波は ，発 作間歇 期に は広汎化傾向

を有 す る両 側前頭 部を 含む 多焦点性 spike ，お よ び spike
−

waves ，発 作時 に は，石 前頭 部 よ り低振幅速波つ い で広 汎

性高振 幅徐波が 認 め られ た。

　臨床 発 作 像及 び脳 波 像よ り以 上の 2症例は Supplementary

motor 　 seizure と考え られ た 。

　症 例 3 ：12歳 7 カ 月男 児 。 臨 床発作は 持続約30秒で ，頭

部右偏 ，意 識 混 濁，発語停止 お よ び 発 作初 期 か らの 自動 症

もみ られ た 。発 作間 歇期脳波 は 両側前頭部よ りspike ，お よ

び spike −
waves ，発作時 に は 右 肖有頭 部 よ り4〜5c／ s　theta

act，iVityが み られ た 。本例は Dersotateralと思 わ れ た 。

　症例 4 ：3歳 6カ月男児 。 臨床 発 作は持続約 30秒で ，頭 部

右偏，発 語 停止，右 冂 角を強直 ，意識 は保 た れ て い た。 発

作間歇期脳 波は 左 前頭 部 よ り spike ，発 作時 に は 広 汎性 低

電 圧化 が み られ た 。 1／hrsolaLeralに ほ ぼ 該 当 す る もの と

思 わ れ た。

　な お ， 症 例 1．2．お よ び 3は 難治で あ り， 症例 1で は 重

積症 の 反 復が ，症例 2 で は 発 作 の 周期牲頻発現象が み ら

れ 注 目された 。

　 従 来 Benign 　Epilepsy 　 of 　Children 　 with 　Centro −

Temporal 　 EIIX｝ foci（BECCT ）の 脳 波基 礎 活 動 に つ い て

は、正 常範 囲 内で あ ると言われて きて い るが、詳細 に 検 討 した

報告 は少 ない 。 我 々 は、脳 波上 Rolandic　Discharge （RD ）

を示 す者 の 脳 波基礎活動 に つ いて、波 形 認 識法を用い た 定量

的脳 波 分 析装 置 を 用 い て 詳細 に 検 討 した の で 報告す る e

　 対象は 、脳波上 RD を示 す 6 才か ら 13才 ま で の 者 29例で、

そ の うち集 団健康診 断 で RD を指摘された無症状無投薬 の 者

（AS 群）が 15例 、い わゆるシ 〃 ビ ァ ン 発作な どを有 してBECC

T と考え られ る者 （EPI 群）が 14例 で あ る QAS 群、EPI 群 の

間で 、周産期異常、頭 部 外傷、熱 性けい れん の 既往 歴 や、家

族歴、CT 所 見等 に つ い て の差 異 は無か っ た 。

　 脳 波 の 基 礎活 動は 、Fp1 、C3 、01 の 3部位 に つt 、て、安

静閉 眼 覚 醒 時で 原 則 と して 突発 活 動 の無 、部分 1分 間の 記 録

を、波形認 識法 で 分 析 した 。 分 析結果 は 、各 帯 域 波 の 振 幅、

出現量 、最 大連 続数 等の 個 々 の パ ラ メ
ー

タ
ー

に っ い て 、健

康人 多数例 に 基づ い た 年 齢別正 常値 と照 合 し、年齢変化を

考 慮 に 入 れ た 正 常値 分 布 か らの 偏 りの 度合 い で 検 討 した 。

　 そ の 結 果 、AS 群では 何れ の パ ラ メ
ー

タ
ー

も正 常 値分布の

90％値ない し99％値以 内に含まれ る例が多か っ たが、EPI 群で

は 幾つ かの パ ラ メ
ー

タ
ー

で 90％値 ない し99％値を越 え正常範 囲

か ら逸 脱 して い る 例が 多 く、AS 群 と 有意 な差 を示 した
。

それ らを 列挙 す る と、EP 工群で は AS 群に 比 し 01 とC3

で θ波 の 出 現量 が 多 く、C3 で δ波の振幅が 高か っ た 。 ま

た Fp1 で は θ波 の 振幅が高 く、
α 波 の 振幅が 低 く、 速波

の 出現 量 が 多 い 、と い う結果 だ っ た 。 服薬 の 影響を検討す

るた め EPI 群 を 少量 服薬群、中 等量以 上服薬群に わ け て

比較 した とこ ろ、上 記 の特 徴 は 少量服 薬 群 で 目立ち、む し

ろ 中 等 量以 上 服 薬群で は AS 群 に近 い 傾向を示 した 。 こ れ

は、上 記 の 脳 波 の 特徴 は 服 薬 以 外 に よ る影 響 が 大きい こ と

を示唆すると言えよ う。

　 他 に、RD 以外の 突発性異常波 の 合併、　 RD の 出現頻度、

同一例 の 縦 断 的 脳 波 変 化 等 を含め 、両 群 の 差 異 に つ い て 検

討を加え て 報告 する 予 定で あ る 。
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